
平
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験
問
題

次
の
文
章
を
読
ん
で
､
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
｡

右
の
文
章
は
､
時
枝
誠
記
著

『
日
本
文
法
口
語
篇
』
中
の

｢
い
は
ゆ
る
形
容
動
詞
の
取
扱
ひ
方
｣
と
す

る
記
述
で
あ
る
｡
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
｡ 

(
〓

時
枝
は
､
形
容
動
詞
の
品
詞
目
を
立
て
な
い
立
場
を
取
る
が
､
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ

る
の
か
､
本
文
の
内
容
を
踏
ま
え
て
､
分
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い 
.｡ 

(

二
)

時
枝
の
見
解
に
対
す
る
あ
な
た
の
感
想
や
意
見
を
自
由
に
述
べ
な
さ
い
｡

注

一
‥
次
の
文
章
と
は
､
時
枝
誠
記
著

『
日
本
文
法
口
語
篇
』 
(岩
波
書
店 
)

一
〇
八
頁

〜
一
二
二
頁
で

あ
る
｡




